
                             

ぴ～ぐ～＆土器片形クッキーづくり  ２月１０日（土）  

会場：福島市アクティブシニアセンター・アオウゼ 調理実習室 

まずはしゃがむ土偶のほんものそっくりのレプリカを

手に取って、しゃがむ土偶の観察をしていきます。 

学術的には、妊婦やお産の姿を表しているとされて

いますが、それは一旦忘れて、思うままに観察！参加

者一人一人が思う「ぴ～ぐ～像」を発表してもらい、

ヤミラさんがホワイトボードに書き出していきます。 

「体の模様が刺青みたい！」「ウルトラマンに似てる」 

「モデル体型」などなど…色々な意見がでました。 

成型が終わった方から順番にオー

ブンで焼いていきます。 

どんな感じになるかな？ 

今回はドッキーの見本用に飯坂町

の「月崎遺跡」出土の土器片を用意

しました。 

観察が終わったらさっそくピグッ

キーとドッキー作りに入ります。 

「クッキーづくりはやったことあるけど、ドッキー作りは初めて」の方ばかりでしたが、 

初めてとは思えないほど完成度の高い、個性豊かな作品がたくさん出来上がりました♪ 

バレンタインの季節も近いことから、ぴ～ぐ～♡会会員で「ぴ～ぐ～ク

ッキー（ピグッキー）」と「土器片形クッキー（ドッキー）」を作りました。 

今回講師にお迎えしたヤミラさんは「おかしあそび考古学者」として、

土器片そっくりの「ドッキー」や、「地層パフェ」など、考古学を中心に、

ちょっと難しい内容をお菓子に変換して伝える活動をされています。 

ヤミラさん 

最後は自分のピグッキー＆ドッキー

と一緒に記念撮影！ 

無事に焼きあがったのがこちら。 

赤い食紅を混ぜたピグッキー＆ドッ

キーが目をひきますね★ 

土器の色や質感に近づけるために、

生地にココアやいりごまなどを混ぜ

ています。 


